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11. シリア北東部オオムギ ・ 牧野地帯における可食飼料資源量の広域評価

〔要約〕シリア北東部乾燥地域のオオムギ ・ 牧野地帯における飼料資源を現地調査および衛生デ ー タ解
析により 8 つに区分けし， 分布図を作成した。各区毎の分布面積および現存量より可食バイオマス量を
算定し， 試験地域全体の年間可食飼料資源量を評価した。
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〔背景・ねらい〕

西アジア ・ 北アフリカの年間降雨量200-300mmの乾燥地域では過放牧， 燃料用樹木伐採および不適当な

耕作等による土地荒廃の問題が深刻化している。このような環境条件がきびしいオオムギ ・ 牧野地帯で飼

養可能家畜頭数さらには適正な土地利用を地域全域で計画するには， 飼料資源の絶対量およびその分布を

把握することが必要である。

〔成果の内容• 特徴）

1. 北東シリア ・ アブダルアジズ試験地(95000ha)において季節毎に家畜が消費する植物（作物および

野草）を調査するとともに， 代表植物の出現密度を合計102地点において調査した。 構成される植物の

種類により， 飼料資源をオオムギ， 休閑地， 植林地， 高密度灌木， 中密度灌木， 低密度灌木， 高密度草

本， 低密度草本の 8 つに区分けし，区毎に 3 地点ずつ地上現在量を刈り取りによって調査した。

2. 地理的に修正された衛星デ ー タおよび地上デー タを解析し， 対象地全域の飼料資源区分けの結果を分

布図として示した（図 1)。 飼科資源 占有面積 地上バイオマス最 可食バイオマス量

対象地南北の平野部および中央から西部に広がる平坦な丘陵台地のほとんどがオオムギあるいは休閑地 (ha) （％） （トン） （％） （トン） (%)

に区分けされた。灌木が主体の飼料資源は山麓周辺部，山地地帯， 南部の起伏の多い丘陵地帯に分布し，
高密度灌木 7767 (7.0) 4936 ( 7.0) 2842 ( 4.4)
中密度灌木 4724 (5.0) 2253 ( 3.2) 895 ( 1.4)

低密度の草本植物が占める面積は全域の35 %と最も大きいことがわかった。区分けの地上デー タに対す 低密度灌木 5078 ( 5.3) 2247 (3.2) 726 (1.1)

る正答率はオオムギ， 休閑地および植林地は100%であり，野草地は70~100%とばらつきが大きかった。 高密度草本 6862 ( 7  .2) 4392 (6.2) 4392 (6.9)
低密度草本 33348 (35.1) 10171 (14.3) 8487 (13.3)

3. 飼科資源区分毎の分布面積， 地上現在量および可食バイオマス総量を推計した（表 1)。この地域全 植 林 地 2172 (2.3) 3328 (4.7) 2606 ( 4.1)
体で家畜が消費できる可食飼料資源量は約63000トンであり， そのうち68%をオオムギ生産が占め， 全 オ オ ム ギ 29965 (31.5) 43270 (61.0) 43270 (68.2)

体面積の32%から生産される。また灌木および草本類は飼料資源量の31%を占め全体面積の61%から生
休 閑 地 3048 (3.2) 334 (0.4) 213 (0.3) 

区 分 2071 (2.2) 
産されることが明らかになった。すなわちこの地域でのオオムギ生産は牧野の半分の面積で2倍の飼料 合 計 95034 (100) 70931 (100) 6343 1 (100) 

資源量を供給していることが判明した。

4. シリア国では， 地域全体の飼料作物 ・ 野草資源の分布およびそれぞれの絶対量を推定するはじめての

試みとなり持続的畜産計画の基礎情報となった。

〔成果の活用面 ・ 留意点〕

この成果は同様の環境条件を持つ乾燥地域で応用でき，広域の土地利用計画， 畜産開発に活用できるo

同 一飼料資源内のバイオマス量のばらつきが大きく， 全域の資源量に誤差を生じるので推定方法の改良が

必要である。

〔具体的デ ー タ〕
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図1 北東シリア，アブダルアジズ試験地の飼料資源医分図
， 
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表1 各飼料資源の占有面積，地上バイオマス量および可食バイオマス量
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〔その他〕

研究課題名：アフリカの乾燥 ・ 半乾燥地帯における草地の資源変動解明と保全技術開発

予算区 分：国際農業プロ〔草地資源〕 ・ 経常

研 究期間：平成元~ 7 年度

研究担当者：平田昌弘• 藤田晴啓·G. Gintzburger 

発表論文等：Hirata, H. and Fujita, H. (1995). Changes in grazing areas and feed resources, PFLP,
Annual Report for 1994: 229-234 !CARDA. 
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